
利用例：X0091を用いたマウス血清XO活性測定

キサンチンオキシダーゼ（XO）活性
アッセイキット

本製品は生体試料中のキサンチンオキシダーゼ（XO）の活性を測定するキットです。キサンチンオキシ
ダーゼはプリン代謝に関与し、キサンチンやヒポキサンチンを尿酸に変換する重要な酵素であり、痛風、
高尿酸血症など様々な酸化ストレスに関連する疾患の研究に用いられます。本製品はキサンチオキシ
ダーゼの作用によって産生される過酸化水素を測定し、その濃度に基づいたキサンチンオキシダーゼの
活性を算出することができます。

XO (Xanthine Oxidase) Activity Assay Kit  1kit 42,000円 [X0091]
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特長
・高感度で0 - 200 U/Lの範囲でXOを検出可能
・最大2時間以内で迅速に測定
・血清や細胞培養上清など様々な生物試料に対応

キット構成品
・10 x XO Assay Buffer  1vial
・XO Standard  1vial
・XO Substrate Solution  1vial
・XO Enzyme  1vial
・Xanthine Solution  1vial

各96検体分

【実験例】 
傾き = 0.008196、 反応時間 = 20、 ΔODSample－ΔODBlank = 0.1484、希釈倍率 = 10
以上より、比色アッセイに用いたマウス血清中のXO活性は9.05 U/Lと算出された。（測定条件：室温、pH 7.5）
※吸光度が低く、活性がうまく算出できない場合は、反応時間を延ばして測定してください。 
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1. 1 x XO Assay Bufferの調製
 10 x XO Assay Buffer 20 mLと蒸留水180 mLを混合する。
2. 標準曲線の作成
 2.1.  XO Standard 1 µL（H2O2）を1 x XO Assay Buffer 102 µLと混合し、 
    10 mM H2O2を調製する。 
 2.2.  右の表のように希釈してH2O2のスタンダードを調製する。
3. スタンダードおよびサンプルの準備 
 各スタンダードとサンプルを50 µLずつ96ウェルプレートに加える。
4. 反応混合物の調製
 ウェルの数に応じて各溶液は増やして混合し、 １ウェルあたり50 µLの
 反応液を以下の割合で混合する。
  • Xanthine Solution : 2 µL
  • XO Substrate : 1 µL
  • XO Enzyme : 1 µL
  • 1 x XO Assay Buffer : 46 µL
5. 反応の開始
 調製した反応混合物50 µLを各ウェルに加え、よく混ぜる。
6. 吸光度（Optical Density : OD）測定
 6.1.  550～ 580 nmで吸光度OD1を速やかに測定する。 
 6.2.  25 °Cで5～ 20分間インキュベートし、吸光度OD2を同じ波長で
    再測定する。
7. 活性計算 
 7.1.  スタンダード希釈系列を用いて検量線を作成し、傾き（Slope）を計算する。 
 7.2.  反応時間20分間のサンプルの吸光度の変化ΔODSample=（OD2 – OD1）値と
   ブランクの吸光度変化ΔODBlank=（OD2 – OD1）を以下の計算式に代入し、XO活性を算出する。

XO活性(U/L) ＝  ΔODSample －ΔODBlank × 希釈倍率
 傾き×反応時間 
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キサンチンオキシダーゼ（XO）活性アッセイキット
利用例：X0091を用いたマウス脾細胞上清中のXO活性測定

※蛍光アッセイではXOの活性が0～ 20 U/Lの範囲で測定してください。
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1. 1 x XO Assay Bufferの調製
 10 x XO Assay Buffer 20 mLと蒸留水180 mLを混合する。
2. 標準曲線の作成 
 2.1. XO Standard 1 µL （H2O2）を1 x XO Assay Buffer 102 µLと混合し、 
    10 mM H2O2を調製する。 
 2.2. さらに10 µLの10 mM H2O2を1 x XO Assay Buffer 90 µLと混合し、 
    1 mM H2O2を調製する。  
 2.3. 右の表のように希釈してH2O2のスタンダードを調製する。
3. スタンダードおよびサンプルの準備 
 各スタンダードとサンプルを50 µLずつ96ウェルプレートに加える。
4. 反応混合物の調製 
 ウェルの数に応じて各溶液は増やして混合し、１ウェルあたり50 µLの
 反応液を以下の割合で混合する。
  • Xanthine Solution : 2 µL
  • XO Substrate : 0.1 µL
  • XO Enzyme : 1 µL
  • 1 x XO Assay Buffer : 47 µL
5. 反応の開始
 調製した反応混合物 50 µLを各ウェルに加え、よく混ぜる。
6. 蛍光強度（Fluorescent intensity : F）測定
 6.1.  励起波長520～ 550 nm / 蛍光波長585～ 595 nmで蛍光強度
    F1を速やかに測定する。 
 6.2.  25°Cで10～ 20分間インキュベートし、蛍光強度F2を同じ波長で
    再測定する。
7. 活性計算 
 7.1.  スタンダード希釈系列を用いて検量線を作成し、傾き（Slope）を計算する。 
 7.2.  反応時間20分間のサンプルの蛍光強度の変化ΔFSample=（F2 – F1）と、
   ブランクの蛍光強度変化ΔFBlank=（F2 – F1）を以下の計算式に代入し、XO活性を算出する。

XO活性 (U/L) ＝  ΔFSample －ΔFBlank × 希釈倍率
 傾き×反応時間 
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【実験例】 
傾き= 1038.22、 反応時間 = 20、 ΔFSample－ΔFBlank = 1494、希釈倍率 = 20
以上より、蛍光アッセイに用いたマウス脾細胞上清中のXO活性は1.44 U/Lと算出された。（測定条件：室温、pH 7.5）
※蛍光強度が低く、活性がうまく算出できない場合は、反応時間を延ばして測定してください。 
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